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ゆとりある　みどり豊かな環境共生都市をめざして
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施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

第２節　リサイクル型社会の構築

1

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

21210

（収集ごみ+持込ごみ+粗大ごみ）／人口（１０月１日）／年間
日数

資源化量／総排出量

基準値

家庭ごみ＋事業系ごみ＋資源

一般廃棄物処理基本計画における数値目
標。平成24年度までに530ｇ以下に、平成30
年度までに500ｇ以下にする。

一般廃棄物処理基本計画における数値目
標。平成24年度までに25％以上に、平成30
年度までに30％以上にする。

一般廃棄物処理基本計画における数値目
標。平成24年度までに256,000t以下に、平
成30年度までに250,000t以下にする。

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標１
（単位：ｇ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

20.2

18

267,942

550560

260,703 253,924

20.2 21 2220.0

目標値 目標値

576 572570

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

631 599

目標値 実績値実績値

年度

　平成20年3月に改定した一般廃棄物処理基本計画に基づき、「ともにつくる資源循環型都市　さがみはら」を基本理念に、資源を循
環させる社会システムの構築や、市民・事業者・行政の協働によるごみを出さない環境づくりを進め、廃棄物の発生抑制・排出抑制・
再使用・再生利用の、いわゆる「４Ｒ」の推進を図る。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

環境経済局

資源循環推進課

１　施策の目的

内藤光雄課長名

第１章　人と自然にやさしい地域社会をつくります

リサイクルシステムの構築とごみの減量化・資源化の推進

人件費 182,822 163,026

３　事業費                     　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

市民１人１日あたりの
家庭ごみ排出量

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

1,794 1,692

実績値 目標値

２　施策の概要
ごみを出さない環境づくりの指標のうち、ごみの総排出量については引き続き目標を上回る実績となった一方で、市民一人あたりの家庭ご
み排出量については、目標に沿った減少傾向にあるものの目標値を若干下回った。また、資源を循環させるシステムづくりの指標となるリサ
イクル率については昨年実績値をわずかながら下回った。

リサイクル率

ごみ総排出量

平成20年度（決算）

1,266,238 1,201,021

指標３
（単位：ｔ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等

18.1

指標５
（単位：　）

272,000 260,000 259,000

24

261,690

16987,056 1,201,0211,266,238

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

１次評価

A

市民満足度調査により
市民ニーズを把握し、
市民の立場に立って
事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施して
いる

評価点

２次評価

12
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.559で全119施策の中で6番目。
○重要度は4.353で8番目である。
○改善要望度は0.096で45番目である。

Ｈ20評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

課題

市民1日1人あたりの家庭ごみ排出量の減少及びリサイクル率の向上について、平成20年度は数値が停滞気
味となった。

解決策

家庭ごみの減量・リサイクル率の向上は表裏一体であり、家庭ごみでは資源物への分別の呼びかけを、資源
物については多種類となった資源物の周知・排出促進を同時に行う講座を開設。10月のリサイクルフェアに合
わせた全戸配布の啓発紙の刊行などを集中的に行う。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

合計

4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

リサイクルシステムの構築とごみの減量化・資源化の推進

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

北部

西部

南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.559 6位 4.353 8位
２０代 3.302 29位 4.414 10位
３０代 3.342 22位 4.392 9位
４０代 3.434 10位 4.214 23位
５０代 3.430 10位 4.351 7位
６０代 3.867 2位 4.451 3位
７０歳以上 3.750 3位 4.278 15位
北部 3.487 10位 4.344 13位
西部 3.560 9位 4.319 14位
南部 3.635 4位 4.385 6位
津久井 3.489 5位 4.333 13位

満足度 重要度
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